
中世文学会会員の皆様へ
平素より格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。小社では

前回に引き続き、新刊のご案内をオンラインで行う事といたしました。
お忙しい中とは存じますが、ご注文をお待ちしております。

2021 年 9 月

◆ 期限 ◆
　2021 年 10月 31日（日）まで

◆ ご注文方法 ◆
・お電話・FAX・メール・小社HPよりご注文ください。

・お送り先のお名前、ご住所、お電話番号をお知らせください。

・公費、私費の区別をお知らせください。

・公費の場合、公文書の宛名、納品書・見積書・請求書の部数、

  日付の有無をお知らせください。

◆ お支払い方法・送料 ◆
・同梱いたします郵便振替用紙でお支払いください。

・書籍はクロネコヤマト宅急便でお送りいたします。

・書籍代定価合計 3,300 円（10％税込）未満→送料・手数料 500円（10％税込）

・書籍代定価合計 3,300 円（10％税込）以上→送料・手数料無料

今回掲載の書籍以外もご注文いただけます。
中世文学会会員である旨を必ずお知らせください。

TEL　06-6771-1467 ／ FAX　06-6771-1508
メールアドレス　izumisyo@silver.ocn.ne.jp

営業担当：廣橋まで

https://www.izumipb.co.jp

中世文学会会員限定
2021年秋新刊のご案内



和泉 
コード 書名 著者名 定価 冊数

池上洵一著作集
2401 第一巻 今昔物語集の研究 

池上洵一著

16,500

全四巻完結
2402 第二巻 説話と記録の研究 14,300
2403 第三巻 今昔・三国伝記の世界 15,400
2404 第四巻 説話とその周辺 16,500
伊藤正義中世文華論集　　　　　　　　　　　　　　　　　　　片桐洋一・信多純一・天野文雄監修
2501 第一巻 謡と能の世界（上） 三木雅博・大谷節子編 15,400

第四巻続刊
2502 第二巻 謡と能の世界（下） 関屋俊彦・稲田秀雄編 17,600
2503 第三巻 金春禅竹の研究 樹下文隆・落合博志編 16,500
2505 第五巻 中世文華とその資料（上） 黒田彰・西田正宏編 16,500
2506 第六巻 中世文華とその資料（下） 小林健二・岡田三津子編 16,500
定期・不定期刊行物

2311 四部合戦状本平家物語全釈　巻十一 早川厚一・佐伯真一・
生形貴重校注 16,500

定期予約受付中
既刊六、七、九、十巻

2701 新訂 吾妻鏡一 頼朝将軍記 1　治承四年（1180）～元暦元年（1184）

髙橋秀樹編

4,290
定期予約受付中

パンフレット

2702 新訂 吾妻鏡二 頼朝将軍記 2　文治元年（1185）～文治三年（1187） 4,290
2703 新訂 吾妻鏡三 頼朝将軍記 3　文治四年（1188）～建久二年（1191） 4,730
2704 新訂 吾妻鏡四 頼朝将軍記 4・頼家将軍記

建久三年（1192）～建仁三年（1203） 4,730

研究叢書
23150 続古事談注解 神戸説話研究会編 33,000
23232 慈円の和歌と思想 山本一著 14,300
23318 保元物語六本対観表 武久堅監修責任 22,000
23383 中世前期の歌書と歌人 田仲洋己著 24,200
23392 中世古典籍学序説 武井和人著 14,300
23393 定家正治百首、御室五十首、院五十首注釈 小田剛著 9,900
23399 日本中世の説話・書物のネットワーク 牧野和夫著 16,500
23408 定家早率、重早率、十題百首注釈 小田剛著 12,100
23437 論集 文学と音楽史 詩歌管絃の世界 磯水絵編 16,500
23449 論集 中世・近世説話と説話集 神戸説話研究会編 14,300
23464 〈他者〉としての古典 中世禅林詩学論攷 山藤夏郎著 19,800 パンフレット
23466 義経記 権威と逸脱の力学 藪本勝治著 7,700
23468 院政鎌倉期説話の文章文体研究 藤井俊博著 8,800
23470 歌謡文学の心と言の葉 小野恭靖著 8,800
23472 鷹書の研究 宮内庁書陵部蔵本を中心に 三保忠夫著 30,800 パンフレット
23479 『保元物語』系統・伝本考 原水民樹著 17,600
23480 近世寺社伝資料『和州寺社記』・『伽藍開基記』 神戸説話研究会編 15,400 パンフレット
23482 中世楽書の基礎的研究 神田邦彦著 11,000
23489 軍記物語の窓 第五集 関西軍記物語研究会編 13,200
23490 平安朝漢文学鉤沈 三木雅博著 12,650
23496 後嵯峨院時代の物語の研究 『石清水物語』『苔の衣』 関本真乃著 7,150
23497 中世の戦乱と文学 松林靖明著 14,300
23498 言語文化の中世 藤田保幸編 11,000
23501 『発心集』と中世文学 主体とことば 山本一著 9,900
23504 平安朝の歳時と文学 北山円正著 10,450
23506 『三玉挑事抄』注釈 岩坪健編著 16,500
23507 仮名貞観政要梵舜本の翻刻と研究 加藤浩司編著 13,750
23510 古代語の疑問表現と感動表現の研究 近藤要司著 14,300
23516 『後二条師通記』論 平安朝〈古記録〉というテクスト 中丸貴史著 9,350
23518 院政期和歌文学の基層と周縁 佐藤明浩著 17,600
23519 奥義抄古鈔本集成 藏中さやか・黒田彰子・中村文編 19,800
23520 南北朝軍記物語論 大坪亮介著 13,200
23526 修正・復刻版 永禄奥書 源氏物語紹巴抄 稲賀敬二・広島平安文

学研究会編 19,800

2021年秋  中世文学会オンライン書籍展示専用ご注文書
※赤字は刊行日より 1 年以内の新刊
※和泉コードをクリックで、書誌詳細ページへリンクします。
※定価は 10％税込

https://www.izumipb.co.jp/book/b571198.html
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https://www.izumipb.co.jp/book/b571126.html
https://www.izumipb.co.jp/book/b571124.html
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23527 王朝和歌史の中の源氏物語 瓦井裕子著 9,350
第二次「関根賞」
第十六回（通算
二十八回）受賞

23534 修験の縁起の研究 正統な起源と歴史の創出と受容 川崎剛志著 6,600
23537 萬葉風土歌枕考説 廣岡義隆著 12,650
23538 校訂『太平記要覧』 『太平記』章段別参考文献 長坂成行編著 8,800
単行本・他
3027 戦国軍記事典 天下統一篇 古典遺産の会編 25,300
3034 いろは順 歌語辞典 有賀長伯『和歌八重垣』 三村晃功著 4,400 パンフレット

13001 時雨亭文庫一 如願法師集　前權典廐集　露色隨詠集 冷泉家時雨亭文庫・ 
冷泉爲臣編 16,500

13002 時雨亭文庫二 俊頼髄脳 冷泉家時雨亭文庫編・冷泉
為臣稿・鈴木徳男校正・解題 13,750

24189 龍蛇と菩薩 伝承文学論 森正人著 2,860
24191 雪を聴く 中世文学とその表現 中村健史著 3,850
25052 宴曲索引 伊藤正義監修・神戸古典

文学研究会宴曲部会編 27,500
25054 仙覚『萬葉集註釈』被注萬葉集歌一覧・被注語句索引 小松靖彦編著 9,350
31094 久邇宮家旧蔵本 俊頼無名抄 鈴木徳男・日比野浩信編 4,950
31095 連歌断簡資料集 岩下紀之監修　日比野浩信・

小椋愛子・田﨑未知編著 3,520
34038 河内金剛寺の中世的世界 堀内和明著 3,850
42096 読解のための古典文法教室 小田勝著 2,420

44167 実例詳解 古典文法総覧 小田勝著 8,800 パンフレット

42098 「女」が語る平安文学 『無名草子』からはじまる卒論のための基礎知識 原豊二・古瀨雅義・星山健編 1,320
42099 留学生のための日本文学入門 青山学院大学文学部日本文学科編著 1,540
44097 磯馴帖 松風篇・村雨篇 磯馴帖刊行会編 44,000
44113 春日権現験記絵 注解 神戸説話研究会編 22,000 パンフレット
44133 花伝 諸本対観 伊藤正義編 19,800
44149 現代語訳 完本 浄瑠璃物語 信多純一著 3,300
44160 現代語訳 完本 小栗 信多純一・川崎剛志著 2,200
44164 三室戸寺蔵文学関係資料目録 大谷俊太編 6,050
44178 和漢古典植物名精解 木下武司著 19,800 パンフレット
44192 続和漢古典植物名精解 木下武司著 25,300
44182 人文知のトポス グローバリズムを超えて　あるいは「世界を毛羽立たせること」就実大学吉備地方文化研究所編 5,500
44186 歌神と古今伝受 鶴﨑裕雄・小髙道子編著 3,300
44189 はじめての古筆切 日比野浩信著 1,980
44190 古浄瑠璃・説経研究 近世初期芸能事情 上巻 街道の語り物 阪口弘之著 13,200 パンフレット
44191 古浄瑠璃・説経研究 近世初期芸能事情 下巻 近世都市芝居事情 14,300
50025 玉葉精読 元暦元年記 髙橋秀樹著 11,000
50032 中世・近世堺地域史料の研究 矢内一磨著 9,350
64003 仏教文学概説 黒田彰・黒田彰子著 2,530
66005 和歌の浦・玉津島の歴史 その景観・文化と政治 藤本清二郎著 2,200
66006 百人一首で文法談義 小田勝著 3,300

84003 説経 人は神仏に何を託そうとするのか 神戸女子大学古典芸能
研究センター編 4,950

84101 説経稀本集 神戸女子大学古典芸能研究セ
ンター編・井上勝志編集担当 4,180

お送り先　〒　　　　―

公費

□
右側もご記
入ください

見積書　　通　日付：不要・要　（　　　　年　　月　　日）
納品書　　通　日付：不要・要　（　　　　年　　月　　日）
請求書　　通　日付：不要・要　（　　　　年　　月　　日）
公文書の宛名

（ふりがな） 
お名前

私費

□TEL
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和泉書院
☆新刊の ご案内☆

第三巻　金春禅竹の研究
2016年1月刊　定価 16,500円(10％税込)
ISBN978-4-7576-0751-4

第五巻　中世文華とその資料（上）
2020年8月刊　定価 16,500円(10％税込)
ISBN978-4-7576-0960-0

第一巻　謡と能の世界（上）
2012年6月刊　定価 15,400円(10％税込)
ISBN978-4-7576-0624-1

第二巻　謡と能の世界（下）
2013年11月刊　本体17,600円(10％税込)
ISBN978-4-7576-0691-3

（最終回配本）
第四巻　文学史と思想史の間

（定期予約受付中）

伊
藤
正
義

中
世
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華
論
集

第
六
巻 

中
世
文
華
と
そ
の
資
料
（
下
）

定価 16,500 円（10％税込）  （本体 15,000 円）
Ａ５上製函入 552 頁　2021 年 5月刊行
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能楽研究・中世文学研究の泰斗
伊藤正義先生の業績を精選集成
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補
注

解
説
　
岡
田
三
津
子

解
説
　
小
林
　
健
二

索
引
（
人
名
・
書
名
・
曲
名
）

〔
付
録
〕

　
伊
藤
正
義
中
世
文
華
論
集 
全
六
巻
　
総
目
次

　
伊
藤
正
義
先
生
略
歴

　
伊
藤
正
義
先
生
著
述
目
録

　「
伊
藤
正
義
文
庫
」
の
こ
と
　
山
崎
敦
子

〈
月
報
〉　
島
津
忠
夫
・
武
久
堅
・
福
王
茂
十
郎
・

　
　
　
　
小
林
健
二
・
岡
田
三
津
子

世
評
が
高
い
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
謡
曲
集
』（
上
・
中
・
下
）
の

「
各
曲
解
題
」を
初
め
、能
と
宴
曲
に
つ
い
て
の
重
厚
な
解
題
を
収
録
。

第
五
回
配
本

日本文学―中世
　能・狂言

図書出版　和泉書院　

〒543-0037

大阪市天王寺区上之宮町7-6

TEL 06-6771-1467

FAX 06-6771-1508

注
文
書

お名前・御住所・TEL

冊
『伊藤正義中世文華論集第六巻』
 定価  16,500 円（10％税込）　ISBN978-4-7576-0999-0

著者紹介　伊藤正義（いとう・まさよし）

昭和５年神戸市生まれ。大阪市立大学名誉教授、神戸女子大学名誉教授。

著書に『謡曲入門』（講談社学術文庫）、新潮日本古典集成『謡曲集』ほか。

第 10 回観世寿夫記念法政大学能楽賞受賞。平成 21 年 12 月、逝去。



お名前・御住所・TEL

貴店番線印 『百人一首で文法談義』
定価 3,300 円 (10%税込 )　ISBN 978-4-7576-1009-5

図書出版　和泉書院

〒543-0037

大阪市天王寺区上之宮町7-6

TEL 06-6771-1467

FAX 06-6771-1508

注
文
書

　冊

日本文学－中世
和歌・古典文法

和泉書院
☆新刊のご案内☆

定価 3,300 円（10％
税込） 

(本体 3,000 円)
A5 並製・304 頁
2021 年 10 月刊行
シリーズ扉をひらく 6

おだ まさる

國學院大學文学部教授。日本語学専攻。
主著に、『実例詳解古典文法総覧』（和泉
書院、2015）、『読解のための古典文法教室』
（和泉書院、2018）、『日本語の歴史的対照
文法』（共編、和泉書院、2021）など。

◇
古
典
文
の
解
釈
文
法
の
確
立
を
目
指
す
著
者
に
よ
る
百
人
一
首
の
解
説
書
。

◇
百
人
一
首
歌
に
つ
い
て
、
古
注
の
諸
説
を
整
理
し
た
上
で
、
語
学
の
立
場

か
ら
改
め
て
解
読
す
る
。
そ
の
過
程
で
、
著
し
い
進
展
を
見
せ
て
い
る
古

典
文
法
研
究
の
最
新
の
知
見
を
、
易
し
い
語
り
口
で
縦
横
に
解
説
し
た
。

◇
百
人
一
首
歌
に
は
、そ
の
構
造
を
示
す
た
め
、句
読
点
を
付
し
た
。
和
歌
の

表
現
史
に
つ
い
て
も
極
力
留
意
す
る
一
方
で
、
歌
人
伝
に
関
す
る
も
の
は

一
切
扱
わ
な
い
。ま
さ
に
語
学
者
に
よ
る
異
色
の
百
人
一
首
本
と
い
え
る
。

古典文法研究者が著した
異色の百人一首解説書

小
田
勝 

著

百
人
一
首
で
文
法
談
義

﹇
内
容
目
次
﹈

凡
例

百
人
一
首

索
引
﹇
初
句
・
事
項
・
引
用
文
献
著
者
名
﹈

１ 

秋
の
田
の
仮
庵
の
庵
の
苫
を
あ
ら
み
、
我
が
衣
手

は
露
に
濡
れ
つ
つ
。 

天
智
天
皇

２ 

春
過
ぎ
て
、
夏
来
に
け
ら
し
。
白
妙
の
衣
干
す
て

ふ
天
の
香
具
山
。 

持
統
天
皇

３ 

あ
し
ひ
き
の
山
鳥
の
尾
の
し
だ
り
尾
の
長
々
し
夜

を
ひ
と
り
か
も
寝
む
。 

柿
本
人
麿

４ 

田
子
の
浦
に
う
ち
出
で
て
、
見
れ
ば
、
白
妙
の
富

士
の
高
嶺
に
雪
は
降
り
つ
つ
。 

山
辺
赤
人

５ 

奥
山
に
黄
葉
踏
み
分
け
鳴
く
鹿
の
声
聞
く
時
ぞ
、

秋
は
か
な
し
き
。 

猿
丸
大
夫

６ 

鵲
の
渡
せ
る
橋
に
置
く
霜
の
白
き
を
見
れ
ば
、
夜

ぞ
更
け
に
け
る
。 

中
納
言
家
持

７ 

天
の
原
ふ
り
さ
け
見
れ
ば
、
春
日
な
る
三
笠
の
山

に
出
で
し
月
か
も
。 

安
倍
仲
麿

８ 

我
が
庵
は
都
の
辰
巳
、
し
か
ぞ
住
む
。
世
を
宇
治

山
と
人
は
言
ふ
な
り
。 

喜
撰
法
師

９ 

花
の
色
は
移
り
に
け
り
な
、
い
た
づ
ら
に
。
我
が

身
世
に
ふ
る
な
が
め
せ
し
間
に
。 

小
野
小
町

10 

こ
れ
や
、
こ
の
、
行
く
も
帰
る
も
別
れ
て
は
、
知

る
も
知
ら
ぬ
も
逢
坂
の
関
。 

蟬
丸

11 「
わ
た
の
原
、
八
十
島
か
け
て
漕
ぎ
出
で
ぬ
」
と
、

人
に
は
告
げ
よ
。
海
人
の
釣
り
舟
。 

参
議
篁

12 

天
つ
風
、
雲
の
通
ひ
路
吹
き
閉
ぢ
よ
。
乙
女
の
姿

し
ば
し
と
ど
め
む
。 

僧
正
遍
昭

13 

筑
波
嶺
の
峰
よ
り
落
つ
る
み
な
の
川
、
こ
ひ
ぞ
つ

も
り
て
淵
と
な
り
け
る
。 

陽
成
院

14 

陸
奥
の
し
の
ぶ
捩
摺
り
、
誰
ゆ
ゑ
に
乱
れ
そ
め
に

し
我
な
ら
な
く
に
。 

河
原
左
大
臣
（
源
融
）

 

（
以
下
略
）







お名前・御住所・TEL

貴店番線印 『校訂『太平記要覧』付、『太平記』章段別参考文献』
定価 8,800 円（10％税込）　ISBN 978-4-7576-1002-6　

図書出版　和泉書院

〒543-0037

大阪市天王寺区上之宮町7-6

TEL 06-6771-1467

FAX 06-6771-1508

注
文
書

冊

校
訂
『
太
平
記
要
覧
』

付
、『
太
平
記
』章
段
別
参
考
文
献

長
坂
成
行 

編
著

凡
例

『
太
平
記
要
覧
』
総
目
次

校
訂『
太
平
記
要
覧
』

『
太
平
記
要
覧
』
解
説

あ
と
が
き

論
文
等
執
筆
者
名
索
引

❖内容目次❖

文学－中世・南北
朝時代・軍記物語

和泉書院
☆新刊のご案内☆

『太平記』研究に必携の便覧

定価 8,800 円（10％
税込） 

(本体 8,000 円)
A5 上製・378 頁
2021 年 8月刊行
研究叢書 538

長坂 成行 （ながさか しげゆき）
奈良大学名誉教授。
著書：『伝存太平記写本総覧』（2008
年、和泉書院）、『篠屋宗礀とその周
縁 近世初頭・京洛の儒生』（2017年、
汲古書院）
編著：『穂久邇文庫蔵 太平記〔竹中本〕
と研究（下）』〔未刊国文資料〕（2010年、
未刊国文資料刊行会）
共編著：『神宮徴古館本 太平記』（1994
年、和泉書院）、『校訂 京大本太平記』
上・下（2011年、勉誠出版）、『太平
記秘伝理尽鈔』1～ 5〔東洋文庫〕
（2002 ～ 20年、平凡社）

中世文学研究・中世史学研究に至便

　

◇
　

近
世
前
期
の
『
太
平
記
要
覧
』（
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
・
整
版
本
八
冊
）
は
『
太
平
記
』

の
梗
概
書
で
あ
り
、
流
布
本
『
太
平
記
』
全
四
十
巻
の
全
章
段
の
本
文
を
抄
録
し

つ
つ
、
や
や
詳
し
く
筋
書
を
紹
介
す
る
形
式
に
よ
り
、
全
四
十
巻
の
大
要
が
把
握

で
き
る
。

　

◇
　

そ
の
読
み
や
す
い
翻
刻
本
文
を
示
し
、
さ
ら
に
各
章
段
の
頭
注
欄
に
『
太
平
記
』

注
解
に
有
用
な
先
行
参
考
文
献
（
著
書
・
論
文
）
を
掲
げ
、
研
究
の
手
引
と
し
た
。



お名前・御住所・TEL

貴店番線印 『修験の縁起の研究―正統な起源と歴史の創出と受容―』
定価 6,600 円（10％税込）　ISBN 978-4-7576-0990-7　

図書出版　和泉書院

〒543-0037

大阪市天王寺区上之宮町7-6

TEL 06-6771-1467

FAX 06-6771-1508

注
文
書

冊

修験の起源と歴史を
紡ぎだした事象を解明

序
章

第
一
章
　
院
政
期
に
お
け
る
大
和
国
の
霊
山

興
隆
と
縁
起

一
　
大
峯
・
熊
野
の
口
伝
・
縁
起
の
類
聚

二
　「
一
代
峯
縁
起
」
の
偽
撰
と
『
諸
山
縁
起
』

の
撰
述

第
二
章
『
箕
面
寺
縁
起
』―

真
言
密
教
の
血
脈
へ

の
加
筆―

一
　『
箕
面
寺
縁
起
』
の
概
要

二
　
箕
面
寺
の
信
仰
と
縁
起
の
出
現

三
　
大
和
国
の
霊
山
の
更
新

四
　
密
教
受
法
者
と
し
て
の
役
行
者

第
三
章
『
大
峯
縁
起
』―

奉
納
さ
れ
た
縁
起―

第
一
節
　
真
福
寺
本
熊
野
金
峯
縁
起
群
と
天
理
本

系
『
大
峯
縁
起
』

一
　
真
福
寺
本
熊
野
金
峯
縁
起
群
の
現
存
伝
本

二
　
六
軸
の
概
要
と
連
関

三
　『
造
功
日
記
』
一
、
同
二
、『
役
優
婆
塞
事
』

の
関
係

四
　
天
理
本
系
『
大
峯
縁
起
』
の
伝
本
と
概
要

五
　
真
福
寺
本
熊
野
金
峯
縁
起
群
と
天
理
本
系

『
大
峯
縁
起
』
と
の
関
係

第
二
節
『
熊
野
権
現
金
剛
蔵
王
宝
殿
造
功
日
記
』

と
い
う
偽
書

一
　
本
書
の
概
略

二
　
熊
野
造
営
・
修
理
「
功
」

三
　『
中
右
記
』
抄
の
利
用

四
　「
戊
午
」
日
の
御
参
詣
捏
造

五
　
初
度
熊
野
御
参
詣

六
　
初
度
金
峯
山
御
参
詣

七
　
熊
野
本
宮
宝
殿
造
営
と
「
戊
午
」
日
の
供
養

第
三
節
『
大
峯
縁
起
』
の
出
現
と
奉
納
、
奉
納
後

一
「
大
峯
縁
起
」
の
出
現

二
　
相
伝
と
奉
納

三
　
室
町
時
代
以
降
の
寺
門
派
の
主
張

第
四
章
『
金
剛
山
縁
起
』―

仏
典
に
載
る
霊
山―

第
一
節
　
日
本
国
「
金
剛
山
」
説
の
成
立

一
　
興
福
寺
僧
に
よ
る
「
談
峯
記
」
享
受

二
　
覚
憲
作
『
三
国
伝
灯
記
』

三
　『
諸
山
縁
起
』
所
収
「
葛
木
縁
起
」

四
　
建
仁
の
金
剛
山
寺
修
造

第
二
節
『
金
剛
山
縁
起
』
の
撰
述
と
受
容

一
　
現
存
伝
本
と
研
究
小
史

二
　
弘
長
の
金
剛
山
修
造

三
　『
金
剛
山
縁
起
』
の
構
成
と
主
張

四
　
未
出
光
童
子
出
現

五
　
修
造
の
た
め
の
縁
起
か
ら
史
実
へ

第
五
章
　
熊
野
御
幸
再
興
と
笙
窟
冬
籠
り
の

詠
歌

第
一
節
　
熊
野
御
幸
の
再
興
と
勅
撰
和
歌
集

一
　
熊
野
三
山
検
校
職
の
競
望

二
　
熊
野
御
幸
の
再
興

三
　
御
幸
の
詠
歌
の
勅
撰
和
歌
集
入
集

第
二
節
　
笙
窟
冬
籠
り
の
詠
歌

一
　
貴
種
の
高
僧
の
笙
窟
冬
籠
り

二
　
勅
撰
和
歌
集
に
お
け
る
笙
窟
の
和
歌

三
　
定
家
に
よ
る
行
尊
歌
の
受
容
と
詠
作

四
　
貴
種
の
園
城
寺
僧
に
よ
る
笙
窟
冬
籠
り
の

詠
作

第
六
章
　
修
験
の
歴
史
の
創
出

第
一
節
　
智
証
大
師
の
熊
野
参
詣

一
　
祖
師
伝
の
内
と
外

二
　
園
城
寺
僧
行
乗
の
所
説

三
　
熊
野
八
講
会

第
二
節
「
当
麻
寺
流
記
」
の
〈
発
見
〉

一
　
慶
政
手
沢
本
『
当
麻
寺
流
記
』
と
「
当
麻

寺
流
記
」

二
　「
流
記
」
出
現
の
前
と
後

三
　「
流
記
」
出
現
以
前
の
縁
起
と
寺
伝
、
寺

僧
の
語
り

四
　「
流
記
」
の
〈
発
見
〉
と
い
う
虚
構

五
　「
流
記
」
の
主
題

終
章

引
用
テ
キ
ス
ト
一
覧

あ
と
が
き

主
要
人
名
索
引
・
書
名
索
引

＊
各
章
節
の
「
は
じ
め
に
」
と
「
小
結
」
を
省
く

修
験
の
縁
起
の
研
究

日本文学－中世
日本史－中世

定価 6,600 円（10％税込）
（本体 6,000 円）
A5 上製・224 頁
2021 年 2 月刊行
研究叢書 534

川
崎
剛
志

　
三
国
伝
来
の
日
本
仏
教
の
正
統
の
枠
外
に
あ
っ
た
修
験
が
、
枠
外
か
ら
枠
内

へ
と
転
じ
た
の
は
鎌
倉
後
期
と
さ
れ
る
。
そ
の
時
、
ど
の
よ
う
な
創
造
的
な
起

源
と
歴
史
が
修
験
に
求
め
ら
れ
、現
れ
、伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。本
書
は
、

そ
の
代
表
例
で
あ
る
『
箕
面
寺
縁
起
』『
大
峯
縁
起
』『
金
剛
山
縁
起
』
を
取
り

上
げ
、
個
々
の
霊
山
の
修
造
や
相
論
を
機
に
制
作
さ
れ
た
縁
起
が
広
く
認
知
さ

れ
、
修
験
の
縁
起
と
し
て
機
能
す
る
に
至
る
過
程
を
解
明
す
る
。

和泉書院
☆新刊のご案内☆

―

正
統
な
起
源
と
歴
史
の
創
出
と
受
容―

◆著者紹介
川崎剛志　（かわさき　つよし）
就実大学人文科学部教授。1962 年、広島県生まれ。
1990 年、大阪大学大学院文学研究科博士後期課程単
位取得。文学修士。ハーバード大学ライシャワー日
本研究所客員研究員（2018 年）。第 42 回谷口記念賞
受賞（2015 年）。主な編著に真福寺善本叢刊『熊野
金峯大峯縁起集』（臨川書店、1998 年）、『修験道の
室町文化』（岩田書院、2011年）、『現代語訳　完本小栗』
（信多純一先生との共著、和泉書院、2014 年）。



お名前・御住所・TEL

貴店番線印 『雪を聴く－中世文学とその表現－』
定価 3,850 円 (10%税込 )　ISBN 978-4-7576-0992-1

図書出版　和泉書院

〒543-0037

大阪市天王寺区上之宮町7-6

TEL 06-6771-1467

FAX 06-6771-1508

注
文
書
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なかむらたけし

1980 年　高知県生まれ。
京都大学大学院博士後期課程 
　指導認定退学。博士（文学）。
専門：京極派和歌。
2016 年～　神戸学院大学人文
　学部准教授。

出
典
を
た
ず
ね
、
用
例
を
確
か
め
、
文
学
の
表
現
の
真
髄
に
迫

る
論
文
集
。

　
○
漢
籍
と
の
関
わ
り
か
ら
和
歌
解
釈
の
再
検
討
を
う
な
が
す

　
　
　
　
「
伏
見
院
出
典
歌
考
」

　
○
南
北
朝
史
の
重
要
史
料
を
精
緻
に
読
み
解
き
つ
つ
作
者
の

　
　
文
学
意
識
に
迫
る

　
　
　
　
「
花
園
院
と
「
誡
太
子
書
」
の
世
界
」

　
○
長
ら
く
未
詳
と
さ
れ
て
き
た
能
の
典
拠
を
明
ら
か
に
し
主

　
　
題
上
の
位
置
づ
け
を
試
み
た

　
　
　
　
「
世
阿
弥
本
『
弱
法
師
』
と
阿
那
律
説
話
」

　
○
漢
詩
に
あ
ら
わ
れ
た
雅
遊
の
精
神
を
論
じ
る

　
　
　
　「
柏
木
如
亭
「
即
事
」
詩
考
」

な
ど
、
全
十
五
篇
を
収
録
。

表現の一つひとつを可能なかぎり
正しく読もうとする実証的研究の成果

﹇
目
次
﹈

伏
見
院
歌
出
典
考

花
園
院
と
「
誡
太
子
書
」
の
世
界

誡
太
子
書
箋
釈

　
　
＊

二
条
良
基
の
連
歌
三
題

世
阿
弥
本
『
弱
法
師
』
と
阿
那
律
説
話

能
『
石
橋
』
と
『
古
今
集
三
流
抄
』

煨
芋
詩
叢

　―
―

五
山
文
学
管
窺―
―

一
条
兼
良
『
藤
河
の
記
』
の
漢
籍
利
用

　―
―

鳳
の
あ
ぶ
り
も
の
、
麟
の
ほ
し
じ―

―

三
条
西
実
隆
『
再
昌
草
』
と
漢
籍

『
衆
妙
集
』
の
な
か
の
『
論
語
』
断
章

　
　
＊

蕪
村
『
俳
仙
群
会
図
』
賛
を
め
ぐ
っ
て

　―
―

「
文
こ
ゝ
に
あ
ら
あ
り
が
た
や
」
考―

―

『
大
原
御
幸
』
と
小
書
「
寂
光
院
」

柏
木
如
亭
「
即
事
」
詩
考

　
　
＊

こ
の
世
に
文
学
は
必
要
か

雪
を
聴
く

中
村
健
史 
著

雪
を
聴
く
　
中
世
文
学
と

そ
の
表
現





わ
た
し
た
ち
の
前
に
も
ま
た
、

　
「
情
見
せ
て
残
せ
る
文
」
が
あ
る
。

し
か
し
、
留
め
ら
れ
た

　

主
（
あ
る
じ
）
の
心
は

　
　

は
た
し
て
ど
れ
ほ
ど
正
し
く

　
　
　

読
ま
れ
て
い
る
の
か―

―

。

中
世
文
学
の
諸
分
野
に
わ
た
っ
て
作
品
の
「
読
み
」

を
問
い
つ
づ
け
て
き
た
筆
者
初
の
論
文
集
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岩
下
紀
之
監
修
　
日
比
野
浩
信･

小
椋
愛
子･

田
﨑
未
知
編
著
　

和泉書院
☆新刊のご案内☆

連
歌
断
簡
資
料
集

監修
岩下紀之（いわした  のりゆき）　愛知淑徳大学名誉教授。
著書『連歌史の諸相』『連歌史の諸問題』（汲古書院）他。
編著者
日比野浩信（ひびの  ひろのぶ）　愛知淑徳大学・愛知大学・
京都女子大学非常勤講師。博士（文学）。著書『はじめ
ての古筆切』（和泉書院）他。
小椋愛子（おぐら  あいこ）　愛知淑徳大学非常勤講師。
博士（文学）。論文「大神式賢考―『榻鴫暁筆』巻十八・
第七「皮笛」を巡って―」（磯水絵編『論集 文学と音楽
史―詩歌管絃の世界―』（和泉書院）所収）他。
田﨑未知（たざき  みち）　大学講師（非常勤）を経て、現
在は能・狂言の会で講師、能楽堂でイヤホンガイドを勤め
る。著書『能・狂言を学ぶ人のために』（共著、世界思想社）他。

連
歌
関
連
の
古
筆
切
一
〇
七
葉
の
図
版
で
掲
げ
、
翻
刻
・
解
説
を

付
し
た
。
作
品
名
・
筆
者
名
・
初
句
索
引
付
。

　

連
歌
の
古
筆
切
は
、
成
立
と
同
時
代
、
あ
る
い
は
、
さ
ほ
ど
隔
た

ら
ぬ
頃
に
書
写
さ
れ
た
も
の
も
多
く
、
中
に
は
原
本
や
、
作
品
の
関

係
者
の
書
写
に
掛
か
る
断
簡
の
混
在
に
も
期
待
で
き
る
な
ど
、
資
料

的
価
値
は
低
く
は
な
い
。
連
歌
研
究
の
今
後
の
進
展
に
伴
い
、
看
過

出
来
な
い
重
要
資
料
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　

文
学
・
書
誌
学
・
文
献
学
な
ど
の
立
場
か
ら
、
各
々
の
興
味
・
目

的
に
応
じ
て
存
分
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

連歌の断簡としては
　　　　空前の規模の資料集

【
内
容
目
次
】

は
じ
め
に

凡
例

素
眼
　
菟
玖
波
集
切
／
素
眼
　
菟
玖
波
集

切
／
木
幡
雅
遠
　
菟
玖
波
集
切
／
宗
梅
　

新
撰
菟
玖
波
集
切
／
筆
者
未
詳
　
新
撰
菟

玖
波
集
切
／
正
徹
　
竹
林
抄
切
／
池
田
正

能
　
竹
林
抄
切
／
池
田
正
能
　
竹
林
抄
切

／
池
田
正
能
　
竹
林
抄
切
／
葉
室
光
忠
　

竹
林
抄
切
／
広
幢
　
竹
林
抄
切
／
行
助
　

竹
林
抄
切
／
宗
梅
　
竹
林
抄
切
／
山
崎
宗

鑑
　
犬
筑
波
集
切
／
武
田
元
信
　
下
葉
切

／
良
純
親
王
　
老
葉
切
／
筆
者
未
詳
　
老

葉
切
／
筆
者
未
詳
　
老
葉
切
／
飛
鳥
井
頼

孝
　
老
葉
注
切
／
宗
長
　
老
葉
注
切
／
宗

長
　
老
葉
注
切
／
十
市
遠
忠
　
老
葉
注
切

／
周
桂
　
老
葉
注
切
／
寿
慶
　
老
葉
注
切

／
寿
慶
　
老
葉
注
切
／
紹
鷗
　
老
葉
注
切

／
徳
大
寺
公
維
　
老
葉
注
切
／
昌
叱
　
老

葉
注
切
／
細
川
幽
斎
　
老
葉
注
切
／
猪
苗

代
兼
純
　
芝
草
句
内
岩
橋
切
／
専
順
　
専

順
句
集
切
／
陽
光
院
　
園
塵
切
／
溝
杙
柳

江
　
紹
芳
連
歌
切
／
三
条
西
実
隆
　
壁
草

切
／
万
里
小
路
惟
房
　
春
夢
草
切
／
万
里

小
路
惟
房
　
春
夢
草
切
／
徳
大
寺
公
維
　

春
夢
草
切
／
白
河
雅
喬
　
永
享
十
二
年
十

月
十
五
日
百
韻
切
／
行
助
　
顕
証
院
会
千

句
切
／
宗
砌
　
宗
砌
等
何
路
百
韻
切
／
忍

誓
　
未
詳
句
集
切
／
専
順
　
未
詳
百
韻
切

／
筆
者
未
詳
　
春
日
社
法
楽
連
歌
切
／
串

崎
武
光
　
三
島
千
句
切
／
岩
山
澄
秀
　
三

島
千
句
切
／
鳥
養
宗
慶
　
文
明
五
年
二
月

一
日
百
韻
切
／
筆
者
未
詳
　
文
明
五
年
二

月
一
日
百
韻
切
／
広
幢
　
宗
伊
宗
祇
百
韻

注
切
／
宗
長
　
大
神
宮
法
楽
千
句
切
／
飛

鳥
井
栄
雅
　
未
詳
和
漢
切
／
宗
碩
　
永
正

十
二
年
十
一
月
十
一
日
百
韻
切
／
橋
本
公

夏
　
十
花
千
句
注
切
／
道
増
　
住
吉
千
句

切
／
筆
者
未
詳
　
伊
勢
千
句
注
切
／
覚
阿

　
未
詳
百
韻
切
／
宗
長
　
未
詳
百
韻
切
／

後
奈
良
院
　
宗
碩
独
吟
百
韻
切
／
宗
牧
　

未
詳
句
集
切
／
安
宅
冬
康
　
弘
治
三
年
五

月
三
日
百
韻
切
／
西
室
公
順
　
未
詳
千
句

切
／
筆
者
未
詳
　
称
名
院
追
善
千
句
切
／

尭
孝
　
称
名
院
追
善
千
句
注
切
／
尭
孝
　

称
名
院
追
善
千
句
注
切
／
宗
養
　
未
詳
百

韻
切
／
紹
巴
　
五
吟
一
日
千
句
切
／
良
恕

法
親
王
　
慶
長
五
年
十
月
二
十
五
日
和
漢

切
／
永
閑
　
未
詳
百
韻
注
切
／
西
園
寺
実

益
　
未
詳
句
集
注
切
／
良
恕
法
親
王
　
未

詳
百
韻
切
／
筆
者
未
詳
　
未
詳
百
韻
切
／

筆
者
未
詳
　
未
詳
百
韻
切
／
筆
者
未
詳
　

未
詳
句
集
切
／
円
雅
　
未
詳
句
集
注
切
／

専
順
　
未
詳
句
集
注
切
／
杉
原
賢
盛
・
宗

祇
　
未
詳
句
集
注
切
／
霊
元
院
　
宗
長
百

番
連
歌
合
切
／
霊
元
院
　
宗
長
百
番
連
歌

合
切
／
滋
野
井
季
吉
　
未
詳
連
歌
評
切
／

宗
祇
　
連
歌
新
式
切
／
宗
祇
　
連
歌
新
式

切
／
筆
者
未
詳
　
連
歌
新
式
切
／
蜷
川
親

孝
　
連
歌
新
式
紹
巴
注
切
／
尊
朝
親
王
　

連
歌
新
式
心
前
注
切
／
筆
者
未
詳
　
式
目

歌
切
／
筆
者
未
詳
　
式
目
歌
切
／
増
運
　

連
珠
合
璧
集
切
／
増
運
　
連
珠
合
璧
集
切

／
筆
者
未
詳
　
連
歌
寄
合
切
／
筆
者
未
詳

　
連
歌
寄
合
切
／
正
広
　
未
詳
連
歌
寄
合

切
／
後
土
御
門
院
勾
当
内
侍
　
未
詳
寄
合

切
／
後
土
御
門
院
　
古
今
連
談
集
切
／
円

空
　
さ
さ
め
ご
と
切
／
円
空
　
さ
さ
め
ご

と
切
／
冷
泉
持
為
　
さ
さ
め
ご
と
切
／
冷

泉
持
為
　
さ
さ
め
ご
と
切
／
広
幢
　
さ
さ

め
ご
と
切
／
円
雅
　
老
の
す
さ
み
切
／
徳

大
寺
公
維
　
老
の
す
さ
み
切
／
筆
者
未
詳

　
老
の
す
さ
み
切
／
姉
小
路
基
綱
　
薄
花

桜
切
／
二
条
為
氏
　
肖
柏
口
伝
之
抜
書
切

／
二
条
為
氏
　
肖
柏
口
伝
之
抜
書
切
／
後

柏
原
院
　
若
草
記
切
／
連
歌
師
某
　
雨
夜

記
切
／
邦
輔
親
王
　
詞
林
三
知
抄
切
／
道

興
　
未
詳
連
歌
書
切

連
歌
断
簡
瞥
見―

あ
と
が
き
に
代
え
て―

索
引
（
作
品
名
・
筆
者
名
・
初
句
）
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【
内
容
目
次
】

序
章
　
萬
葉
歌
の
表
示
に
つ
い
て

一
は
じ
め
に―

本
書
に
お
け
る
萬
葉
歌
を
和
ら
げ
示
す
表
記
に
関

し
て―

／
二
大
伴
坂
上
郎
女
の
「
跡
見
田
庄
作
歌
」
か
ら
／

三
先
行
研
究
か
ら
／
四
「
貧
窮
問
答
歌
」
か
ら
／
五
「
竹

取
翁
歌
」
か
ら
／
六
家
持
の
長
歌
作
品
か
ら
／
七
関
戸
本

『
古
今
和
歌
集
』
か
ら
／
八
元
永
本
『
古
今
和
歌
集
』
か
ら

／
九
宣
命
か
ら
／
一
〇
お
わ
り
に―

「
捨
て
仮
名
」
に
つ
い
て―

　
第
一
章
　
歌
枕
考
説

第
一
節
　
詠
み
合
わ
せ
の
成
立

一
は
じ
め
に―

歌
枕
に
つ
い
て―

／
二
詠
み
合
わ
せ
／
三
恋

せ
じ
の
祓
と
忘
草
と
忘
貝
／
四
『
萬
葉
集
』
に
お
け
る
詠

み
合
わ
せ
の
概
観
／
五
お
わ
り
に―

萬
葉
の
第
二
期―

第
二
節
　
萬
葉
「
歌
枕
」
の
成
立

一
は
じ
め
に―

「
歌
枕
」
の
概
念
規
定―

／
二
千
鳥
鳴
く
佐
保

／
三
伝
承
・
伝
聞
表
現
か
ら
／
四
既
定
表
現
か
ら
／
五
「
春

山
」「
秋
山
」
の
観
念
／
六
序
中
地
名
に
お
け
る
歌
枕
的
側

面
／
七
お
わ
り
に―

『
萬
葉
集
』
に
お
け
る
歌
枕
化―

第
三
節
　
龍
田
・
磐
瀬
乃
社
考

一
龍
田
彦
／
二
龍
田
道
／
三
磐
瀬
乃
社
／
四
龍
田
川
／
五

お
わ
り
に―

龍
田
の
歌
枕
化―

第
四
節
　
文
藝
地
図

一
は
じ
め
に―

人
麻
呂
の
留
京
伊
勢
歌
か
ら―

／
二
春
日
蔵
老

の
阿
倍
乃
市
道
の
歌
か
ら
／
三
『
古
事
記
』
の
ヤ
マ
ト
タ

ケ
ル
の
道
行
か
ら
／
四
文
藝
地
図
／
五
お
わ
り
に

第
五
節
　
伊
勢
の
長
浜
寸
考

一
は
じ
め
に―

『
古
今
和
歌
集
』に
み
る
長
浜―

／
二
伊
勢
国
の「
長

浜
」
の
地
／
三
黒
川
昌
享
氏
の
考
究
／
四
『
大
安
寺
資
財
帳
』

に
見
る
「
長
浜
」
／
五
お
わ
り
に―

「
長
浜
」
は
「
豊
津
浦
」―

第
六
節
　
三
重
の
歌
枕
一
覧

　
第
二
章
　
三
重
の
萬
葉

第
一
節
　
三
重
萬
葉
の
特
質

一
は
じ
め
に―

三
重
萬
葉
の
範
囲―

／
二
天
武
・
持
統
天
皇

代
の
萬
葉
歌
／
三
聖
武
行
幸
に
お
け
る
萬
葉
歌
／
四
伊
賀
・

伊
勢
・
志
摩
の
萬
葉
歌
／
五
疑
問
故
地
／
六
お
わ
り
に―

三

重
萬
葉
の
特
質―

第
二
節
　
枕
詞
「
神
風
の
」
考

一
は
じ
め
に―

枕
詞
と
は―

／
二
枕
詞
「
神
風
の
」
の
上
代

例
／
三
枕
詞
「
神
風
の
」
に
関
す
る
諸
説
／
四
壬
申
の
乱

と
神
風
／
五
お
わ
り
に

第
三
節
　「
久
佐
可
氣
乃
安
努
」
考

一
は
じ
め
に―

問
題
の
所
在―

／
二『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』『
倭

姫
命
世
記
』の
資
料
性―

枕
詞「
草
蔭
の
」に
関
し
て―

／
三「
安

努
」
歌
の
「
東
歌
」
と
し
て
の
性
質
／
四
「
東
」
の
範
囲

／
五
地
域
言
語
に
お
け
る
区
画
論
か
ら
／
六
お
わ
り
に―

文

学
地
理
研
究
に
お
け
る
要
諦―

第
四
節
　
東
海
の
萬
葉
歌
か
ら

は
じ
め
に
／
一
隠
（
名
張
）
／
二
山
邊
乃
御
井
／
三
狭
殘
（
狭

殘
行
宮
）

第
五
節
　
三
重
萬
葉
地
名
一
覧

　
第
三
章
　
三
重
の
地
域
文
化

第
一
節
　
三
重
地
域
に
お
け
る
古
代
文
化

一
東
国
と
し
て
の
三
重
地
域―

古
代
の
観
点
か
ら―

／
二
古

代
資
料
に
見
ら
れ
る
地
名
分
布
と
街
道
／
三
お
わ
り
に

第
二
節
　
熊
野
の
範
囲
と
地
域
の
様
相

一
は
じ
め
に―

旅
の
道―

／
二
上
代
の
熊
野
／
三
熊
野
の
様

相
／
四
海
の
道
と
浜
辺
の
道
／
五
お
わ
り
に

第
三
節
　
古
典
五
景

一
は
じ
め
に
／
二
か
な
し
い
英
雄―

―

『
古
事
記
』
／
三
中
央

と
連
携
し
た
熊
野
、
花
の
窟―

―

『
日
本
書
紀
』
／
四
志
摩
真

珠
の
ル
ー
ツ―

―

『
萬
葉
集
』
／
五
奈
良
と
縁
の
深
い
伊
賀
の

地―
―

『
日
本
霊
異
記
』
／
六
七
夕
伝
説
の
星
合
浜―

―

「
歌
枕
」

第
四
節
　
大
城
遺
跡
出
土
の
線
刻
土
器

一
は
じ
め
に
／
二
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
事
／
三
調
査
結

果
か
ら
／
四
お
わ
り
に

　
第
四
章
　
近
江
萬
葉

第
一
節
　
国
府
宴
席
歌
考―

近
江
を
例
に―

一
は
じ
め
に―

湖
盆
の
地
、
淡
海―

／
二
畿
内
に
準
ず
る
地
、

近
江
／
三
淡
海
萬
葉
の
三
つ
の
場
／
四
近
江
国
府
で
の
宴

席
の
場
／
五
巻
第
七
の
問
答
歌
二
首
／
六
淡
海
萬
葉
の
歌

枕
か
ら
／
七
お
わ
り
に

第
二
節
　
高
市
黒
人
と
近
江
・
摂
津

一
は
じ
め
に―

黒
人
詠
の
沈
思
性
と
軽
口
性―

／
二
淡
海
詠
に

つ
い
て
／
三
摂
津
詠
に
つ
い
て
／
四
お
わ
り
に―

黒
人
の
歌

作
工
房―

　
第
五
章
　
余
滴
六
篇

第
一
節
　
上
代
日
本
の
食
と
農

一
は
じ
め
に
／
二
上
代
に
お
け
る
食
材
の
実
態
／
三
食
材
の
調

理
／
四
農
に
お
け
る
業
／
五
お
わ
り
に―

循
環
型
社
会
の
原
型―

第
二
節
　
宇
治
橋
断
碑

第
三
節
　
正
法
寺
梵
鐘
銘
・
雲
版
識
語

一
は
じ
め
に
／
二
正
法
寺
梵
鐘
銘
／
三
正
法
寺
雲
版
識
語

第
四
節
　
ひ
ば
り
の
さ
え
ず
り
の
中
で

第
五
節
　
倭
花
六
弁

一
春
過
て
夏
来
ら
し
／
二
吾
せ
こ
は
何
所
行
ら
む
／
三
寒

暮
夕
は
倭
し
所
念
／
四
浅
心
を
吾
念
な
く
に
／
五
豊
の
と

し
し
る
す
と
な
ら
し
／
六
か
り
が
来
鳴
む
と
き
ち
か
み
か
も

第
六
節
　
鏡
出
土
と
い
う
口
碑

一 

は
じ
め
に
／
二
「
妻
社
」
伝
承
地
の
消
滅
／
三
画
象
鏡

の
出
土
由
来
／
四
隅
田
八
幡
神
社
蔵
「
人
物
画
象
鏡
」
／

五
現
地
地
域
史
の
記
載
か
ら
／
六
　
お
わ
り
に―

一
つ
の
口

碑
と
し
て―

お
わ
り
に
／
書
後
に
／
索
引
（
要
語
／
倭
歌
）

歌
枕
は
「
萬
葉
歌
枕
」
だ
け
で
は
な
く
三
重
県
に
関
わ
る
歌
枕
全
般
も
採
り
上
げ
た
。

萬
葉
風
土
は
「
近
江
萬
葉
」「
摂
津
萬
葉
」
の
一
部
も
考
究
す
る
が
、
そ
の
中
心
は
三
重
県
の

萬
葉
風
土
の
定
位
に
あ
る
。
他
に
古
代
の
食
文
化
や
金
石
文
考
な
ど
の
関
連
稿
も
収
録
し
、

歴
史
地
名
や
古
代
の
地
域
文
化
の
考
察
に
も
有
用
。
前
著
『
萬
葉
形
成
通
論
』
の
姉
妹
篇
。

萬
葉
風
土
歌
枕
考
説

「萬葉歌枕」と「萬葉風土」に
　　　　　　　関する研究の集大成

（ひろおか  よしたか）
三重大学名誉教授。博士（文学）
大阪大学。著書：『万葉の歌 8滋
賀』（保育社）、『風土記』（新編
日本古典文学全集）「逸文」の部
（小学館）、『『行幸宴歌論』『佛足
石記佛足跡歌碑歌研究』『萬葉形
成通論』（以上和泉書院）、他多数。

廣
岡
義
隆
著
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木
下
武
司  
著

本
文
論
考
資
料
（
図
）

ま
え
が
き

凡
例

第
１
章　

和
漢
古
典
に
登
場
す
る
薬
用
植
物
・
薬
物

　

第
１
節　

薬
と
は
な
に
か

　
第
２
節　

わ
が
国
の
手
本
と
な
っ
た
中
国
古
代
の
医
学
・

薬
物
学
（
本
草
学
）

　
第
３
節　

東
洋
と
西
洋
の
古
本
草
の
比
較

　

第
４
節　

歴
史
資
料
か
ら
上
中
古
代
の
わ
が
国
の
薬
物
事

情
を
明
ら
か
に
す
る

　

第
５
節　

古
代
わ
が
国
の
医
制
な
ら
び
に
医
方
・
薬
方

　

第
６
節　

本
草
学
・
古
医
学
の
視
点
か
ら
見
た
古
代
の
薬

猟
の
歴
史
的
意
義

　

第
７
節　

上
中
古
代
の
疫
病
と
そ
の
治
療
法

　

第
８
節　

和
漢
の
詩
文
に
登
場
す
る
薬
用
植
物

第
２
章　

古
典
に
登
場
す
る
染
色
植
物

　
序　

節　

染
色
の
も
と
で
あ
る
色
素
お
よ
び
発
色
に
つ
い

て

　

第
１
節　

衣
服
令･

延
喜
式
に
見
る
上
中
古
代
日
本
の
服
色

　

第
２
節　

摺
り
染
め
・
移
し
染
め
に
用
い
る
植
物

　

第
３
節　

熱
帯
原
産
の
染
料
植
物
ス
オ
ウ
（
蘇
芳
・
蘇
枋
・

蘇
方
）

　

第
４
節　

ユ
ー
ラ
シ
ア
で
広
く
利
用
さ
れ
た
ア
カ
ネ
属
染

料
植
物

　

第
５
節　

黄
色
染
料
植
物
：
カ
リ
ヤ
ス
と
コ
ブ
ナ
グ
サ

　

第
６
節　

色
が
違
う
の
に
同
じ
藍
の
名
で
呼
ば
れ
る
植
物

　

第
７
節　

ブ
ナ
科
ク
ヌ
ギ
お
よ
び
そ
の
近
縁
種
：「
つ
る
ば

み
」

　

第
８
節　

植
物
と
し
て
は
地
味
な
紫
染
め
の
原
料
ム
ラ
サ

キ

　

第
９
節　

摺
り
染
め
に
用
い
ら
れ
た
ハ
ン
ノ
キ

第
３
章　

中
国
に
お
け
る
「
菅
」
と
「
茅
」
の
混
と
ん
と

　
　
　
　

し
た
関
係

　
第
１
節　

中
国
に
お
い
て
ス
ゲ
に
相
当
す
る
漢
名
は
？

　

第
２
節　

中
国
に
お
け
る
「
菅
」
を
再
検
証
す
る

第
４
章　

わ
が
国
の
古
典
に
登
場
す
る
「
す
げ
」

　

第
１
節　
「
菅
」
だ
け
で
は
な
か
っ
た
「
す
げ
」
と
読
ま
れ

る
漢
名

　

第
２
節　

平
安
以
降
の
古
典
に
登
場
す
る
「
す
げ
（
す
が
）」

　

第
３
節　

ス
ゲ
の
生
育
環
境
と
密
接
に
相
関
す
る
地
名
が

あ
る

　

第
４
節　

万
葉
歌
に
詠
ま
れ
た
「
笠
縫
の
島
」
の
所
在
：

摂
津
か
参
河
か

第
５
章　

わ
が
国
の
古
典
に
登
場
す
る
「
か
や
」

　
第
１
節　

や
や
こ
し
い
「
か
や
」
の
漢
名

　

第
２
節　

な
ぜ
萱
を
「
か
や
」
と
訓
ず
る
の
か

　

第
３
節　

万
葉
歌
に
詠
ま
れ
る
「
か
や
」

　

第
４
節　

平
安
以
降
の
和
歌
に
詠
ま
れ
る
「
か
や
」

第
６
章　

和
漢
古
典
に
出
現
す
る
「
菅
」「
茅
」
に
似
て

　
　
　
　

非
な
る
植
物

　
第
１
節　

ア
ブ
ラ
ガ
ヤ
（
蒯
草
）
と
エ
ノ
コ
ロ
グ
サ

　

第
２
節　

三
稜
に
ウ
キ
ヤ
ガ
ラ
・
ミ
ク
リ
と
い
う
同
名
異

物
が
あ
る

　

第
３
節　

蒲
・「
が
ま
」

　

第
４
節　

マ
コ
モ
（
菰
・
茭
・
蔣
）

　

第
５
節　

莞
と
藺

　

第
６
節　

漢
名
が
な
い
「
す
が
も
」（
つ
く
も
）

引
用
お
よ
び
参
考
文
献　

謝
辞

索
引
（
植
物
名
・
薬
物
名
ほ
か
）

『
本
草
和
名
』『
和
名
抄
』
に
収
録
さ
れ
る
植
物
由
来
薬
物

の
漢
名
と
そ
の
異
名･

古
名
な
ら
び
に
基
原
一
覧
（
表
１
〜

３
）

　

表
１　

本
草
正
名
の
漢
名
、
異
名
・
類
名
、
和
名
の
相

関

　

表
２　
『
本
草
和
名
』『
和
名
抄
』
に
収
録
さ
れ
る
品
目

の
基
原
（
註
：
科
名
・
ラ
テ
ン
名
）

　

表
３　

古
典
和
名
、
本
草
正
名
・
異
名
お
よ
び
現
代
植

物
和
名
の
相
関

あ
と
が
き

続
和
漢
古
典

植
物
名
精
解

古
資
料
・
古
典
文
学
に
登
場
す
る

植
物
な
ら
び
に
薬
物
に
つ
い
て
文

献
学
的
・
自
然
科
学
的
知
見
の
両

面
か
ら
そ
の
本
質
に
迫
る

冒
頭
に
植
物
写
真
（
カ
ラ
ー
）
や
著
者
作
成
の
構

造
式
な
ど
、
本
文
論
考
資
料
（
図
）
を
多
数
収
録

◆
文
系
・
医
薬
系
研
究
者

　

か
ら
伝
統
医
学
・
植
物

　

に
関
心
の
あ
る
一
般
人

　

ま
で
広
く
活
用
で
き
る

◆
内
容
目
次

木
下
武
司（
き
の
し
た
・
た
け
し
）

薬
学
博
士
。元
帝
京
大
学
薬
学
部
教
授
。

専
門
：
生
薬
学
・
薬
用
植
物
学
、漢
方
・
中
国

　
　
　

古
典
医
学
、民
族
植
物
学
、和
漢
古
典
の

　
　
　

植
物
の
研
究
。

著
書
：『
万
葉
植
物
文
化
誌
』『
歴
代
日
本
薬
局

　
　
　

方
収
載
生
薬
大
事
典
』『
和
漢
古
典
植
物

　
　
　

名
精
解
』ほ
か
。

古
典
植
物
事
典
と
し
て
至
便

待望の続編
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